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0はじめに
　ルネサンス期には多数のテレンティウス『喜劇集』が刊行されたが、本
学所蔵のテレンティウス1493年リヨン刊行本は、以下の二つの理由から、
その中でも最高水準のものとして、後世に与えた影響が大きい。まず一
つ目として、人文主義印刷家として16世紀パリの印刷黄金時代を支えた
ジョスバードが、校訂・編集者としてかかわっていること。そして二番目
に、テキストのみでなく、テレンティウスの劇場といえば、このリヨン刊
本の挿絵をその嗜矢とするように、160点におよぶルネサンス期の劇場お
よび俳優を描いた興味深い木版画を含んでいることである。以下、この二
つの点を中心として、簡単に紹介してみたい。
＊すずき・ひでこ／明治大学学術・社会連携部図書館事務室中央図書館グループ
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1　テレンティウス（Terentius　Afer，　Publius　190？・159　BC）
　　について
　テレンティウスはローマ共和制時代の喜劇作家で6編の作品が残されて
いる。前］90年頃カルタゴに生まれ、ローマで元老院議員テレンティウ
ス・ルカヌスの奴隷となったが、そこで教育を受けテレンティウスの名前
を名乗る。前159年ギリシャへ渡り、その地で短い生涯を終えた。才気あ
る美貌の青年であったといわれている。
　その作品はすべてメナンドロス等ギリシャ作家の翻案だが、古代にはキ
ケロやホラティウス、カエサル等の文人に好まれ、4世紀にはローマのラ
テン教父・文法家のドナトゥスによって註解がなされている。人情味あふ
れる優れた性格描写や洗練された上品なラテン語などに特徴があるとさ
れ、ルネサンス期には、青少年の読むべきラテン作家としてエラスムスら
に高く評価された。ラテン語の修辞学的な手本としてキケロの文章が主と
して用いられたのに対して、テレンティウスの「ラテン語喜劇」は会話教
材としても活用された。
2　人文主義とテレンティウス刊本およびルネサンスの劇場
　テレンティウスの写本は中世を通じて数多く存在し愛読されたが、イタ
リアから、ドイツ、フランスへと広がった人文主義の流れの中で、15世紀
中葉のグーテンベルクによる活版印刷の始まりと相まって、ルネサンス期
に彩しい数の刊本がヨーロッパで刊行された。テレンティウスのドナトゥ
ス注釈本の写本が発見されたのは1429年、マインツの枢機卿ジョバンニ・
アウスピラによるもので、テレンティウスと並ぶ代表的なローマの喜劇作
家プラウトウスの作品12篇がニコラウス・クサヌスによって発見された
のと同年である1。そして、活版印刷本として刊行されたのは、ISTCによ
れば2、1469年（ローマ）がその最初であり、1470年には、シュトラスブル
クでメンテリン（J．Mentelin）によって著作集が刊行された。その後30年
　1毛利三彌「ルネサンス演劇とその人間像」p．356　『ルネサンスの人間像』（近藤出版社，
1981年）所収
　21ncunabula　Short　Title　Catalogue（Database）．　The　British　Library
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間、15世紀末までに刊行されたテレンティウス版本だけで、翻訳本や戯曲
の一部のみも含めて130版以上にのぼる。それらの刊本の校訂には同時代
の人文学者ユウェナリス、エラスムスらがかかわっている。テレンティウ
スと比較されることの多い同じローマの喜劇作家であるプラウトウスの刊
本が、15世紀中にわずかll版しか刊行されておらず、フランスにいたっ
ては皆無であることをみれば、同じローマの喜劇作家でも、ルネサンス期
におけるテレンティウスの人気の高さがうかがえよう。
2．1　人文主義印刷家ジョスバード（Josse　Bade／Jodocus　Ba－
　　　dius　Ascensius　c1461－1535）
　ジョス・バードは、1461年ベルギーのヘント生まれのフランドル人で、
「共同生活の兄弟団」の学院を卒業後ルーヴァンで学業を修め、さらにイ
タリアのフェラーラで古典文学の大家フィリッポ・ベロアルド（Philippe
B6roalde）に学んだ。1492年には、パリに次いで出版業の盛んであった商
業都市リヨンで、貴族の子弟らにギリシャ語ラテン語の教師をするかたわ
ら、リヨンの印刷家ジャン・トレクセル（Johannes　Trechsel　－1498）の工
房に編集・校正者として加わった。ジャン・トレクセルはバーゼル出身で、
1487年頃リヨンにやってきたが、同じくドイツ出身のニコラ・フィリッ
プとマルク・ラインハルトの工房に職人として雇われ、後にニコラ・フィ
リップの未亡人と結婚してこの印刷工房を継いだ。トレクセルの工房で、
ジョス・バードが編集・校正にかかわった最初の印刷物は、師フィリッポ・
ベロアルドの『弁論と詩（Orationes　et　poemata）』（1492年9月）である。翌
年8月に刊行されたテレンティウス『喜劇集』は、1492年のパリ版、ユ
ウェナリス（Guido　Juvenalis！Guy　Jouenneaux）註解本を定本としているが、
バードの版では、ドナトゥスの幕割を採用し、かつ散文から韻文への組み
替え、また、ドナトゥスの注釈にも補訂を加えている。
　1498年にトレクセルは死亡。ジョス・バードはその後トレクセルの義
理の娘テリー（Th61ie）と結婚するも、トレクセルの妻は別のドイツ人印刷
家として結婚したためか、バードがトレクセルの工房を継ぐことはなかっ
た。翌1499年にはパリに行き、トレクセルの工房で習得した印刷技術を
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活かして、1503年にジャン・プチ（Jean　Petit）と共同でパリ、カルチェ・ラ
タンに工房を開設する。この工房ではギリシャ語・ラテン語を含む古典や
ギョーム・ビュデ（Guillaume　Bud6　1468－1540）の著作など多数の学術書が
刊行された。また、1507年から書物に使用されたバードの商標（Praelum
Aschensianum：アスケンシウスの印刷所）は、当時の印刷工房を描いたも
のとして印刷技術史の資料としても有名である。その後、バードの娘ペ
レット（Perrette）は、ロベール・エチエンヌ（Robert　Estienne　1503－1559）と
結婚し、偉大なパリの印刷業者エチエンヌ家へとこの系譜が連なっていく
ことになる。
2．2木版挿画
　テレンティウスの1493年リヨン版の本を有名にしているのは、ジョス・
バードが編集・校訂にかかわったことに加えて、この書物に含まれる160
に及ぶ木版挿画による。これらの木版画は「15世紀リヨンの書物挿絵に
おける最高水準」であり、「このリヨン版挿画の木版画の原画を描いたの
は誰であれ、これは彼の傑作である」とバインドは述べている3。その発
祥がライン河沿いであることから、ヨーロッパの初期木版挿画の大半はド
イツの影響下にあり、やがてその国独自の発展をとげていく。このリヨン
の挿画は、明らかにドイツの版画と類似してはいるが、それでも、ドイツ
とは異なったフランス風の洗練を感じさせる。
　160点にものぼる版画のうち、1点はテレンティウスを描いたとされる
木版画（口絵1）、そして巻頭の全頁大の劇場（口絵2）、残りの158点（う
ち9点は重複使用なので、149種）には喜劇の登場人物たちがユーモラス
かつ活き活きと描かれている。（図版1－5）また、古典作家の芝居でありな
がら、登場人物の衣装はルネサンス当時のものである。さらに、これ以前
のテレンティウスの挿画と大きく違う特徴は、役者たちが実際の舞台を模
したステージで演じているように描いていることにある。舞台の背景に
は、登場人物の家を表現したカーテン付きのアーケードがいくつかしつら
3M．　Hind　An　introduction’oα傭’oりl　qプwoodcu’1935　pp．609－611
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えてあり、平面的なアーケードもあれば、前にせり出したものもある。そ
して、それぞれに登場人物の名が表札のようにつけられている。
　フランス演劇の流れには、奇跡劇、聖史劇、教訓劇、笑劇、阿保劇など
があげられるが、人文主義演劇において、古典作家の作品を取り上げて上
演したのは、主として学校やアカデミー、宮廷などであった。テレンティ
ウスの喜劇は、初期には上演台本というより修辞学的に取り扱われ、学問
の対象であったが、やがて、ラテン語の教材として使われ、実際に各地の
学校などで盛んに上演された。この時期の実際の劇場がどうであったの
かは別として、これらの版画はルネサンス期の人々の劇場あるいは演劇空
間に対するイメージの一つを表現しているともいえよう。また、この挿画
をもとに、実際に自分の学校に舞台を作った校長の例もあるという4。
バード編集・校訂のこの刊本はその後もヨーロッパに広く流布したが、残
念なことに、「1511年のテレンティウスのヴェネチア版は、リヨン版の木
版画を平面的で壮麗さにおいては劣る形式において模倣したが、しかしこ
れが多くの後の版によって踏襲された」5のである。
3　本学所蔵本について
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Ref：HC　15424；BMC　VIII　295；BSB－Ink　T－100；Renouard　III．
279－280；ISTC：itOOO91000
　本学所蔵本は、巻末2葉が欠落している。BMCの目録記述によれば6、
その2葉のうち最終葉は白葉だが、もう1葉にはユウェナリスのエピグラ
ム、および、赤で印刷されたトレクセルの木版商標があったことになる。
装丁は、19世紀英国の牛皮装で、その装丁時と思われるが、天地小口の
三方が断裁されてそれぞれ金箔が施されている。いわゆる三方金。断裁の
せいでBMCのコピーに比較して縦2．5　c　mほど小型になっており、書き
込みの一つは、途中で切られている。製本後と思われる書き込み2箇所、
そのうちの一つ（IAMES　DAKK）は英国人の名前らしいが、字体が幼いの
で子供のものかもしれない。4点ほど、木版画の背景が塗り絵のように赤
く塗られているのも、この時期かと思われる。その他、巻頭の肖像版画が
裏打ち補修されている以外、保存状態はきわめて良好である。
　本学所蔵の「木版挿絵入西洋初期印刷本零葉コレクション」〔091．6134〃H〕
にこの1493年リヨン版の零葉が1葉含まれており（Andria，　d　iii）こちら
には、読者の書き込みと同じく読者による一部彩色がされている。また、
日本国内では、明星大学図書館がこのリヨン1493年版を所蔵している。
　テレンティウスの6篇の作品は、ドナトゥスによってその上演年代がす
べて明らかになっている。ここでは、上演順ではなく1493年リヨン刊本
の収録順に作品名および上演年を列記しておく。
1．アンドロス島の女（Andriae）　前166年（メガレ祭）
II．宙官（Eunuchi）前161年（メガレ祭）
III．自虐者（Heauton）前163年（メガレ祭）
IV．兄弟（Adelphorum）　前160年（アエミリウス・パウルスの葬礼）
Vポルミオ（Phormionis）前161年（ローマ祭）
VI．義母（Ecyrae）　前165年（メガレ祭）、前160年（アエミリウス・パ
　　ウルスの葬礼、ローマ祭）
＊作品の邦題および上演年代は、木村健治他訳『テレンティウス』2002年（西
　洋古典叢書ローマ喜劇集5）による。
6Catalogue　of　books　printed　in　the　XVth　century　now　in　the　British　Museum．　VIII
194
ー?
図版1　「アンドロス島の女」第3幕
195
図版2　「アンドロス島の女」第4幕
?
?
図版3　「窟官」第5幕
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図版4　「兄弟」第5幕
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